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本実践は，20XX 年 9 月から 20XX 年 12 月まで，


















対象児 A 児 B 児 C 児 D 児 E 児









知能指数 59 79 71 32 59
S-M 社会生活能力検査 













































（正答率） 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 
心的回転テスト 
（正答率） 51％ 98％ 69％ 45％ 51％ 
※A 児、C 児、D 児、E 児の知能指数は田中ビネー知能検査Ⅴ、B 児の知能指数は WISC-Ⅳの検査によるものである。
※CAB の「目と手の協応能力」は 9 点、「パターン認知力」は 12 点、「記憶力」は 18 点、「移動変換力」は 12 点、「心的回転力」
は 15 点が満点である。 
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的回転テストを本実践の実施前後に行い，検査結果
の推移を見ることにした。対象児童の実態と本実践






























































た。児童らは「魚シート」をタブレット P C の画面
に載せ，タブレット P C を操作することなく，T1 の
方向を眺めていた。「Viscuit」を使った最初の活動は
 
図 1 メモシート 図 2 手順確認シート 図 3 魚シート 






















































































図 4 お弁当 
図 5 好きな人へのお弁当
 
図 6 魚 
知的障害特別支援学校における教育課程に位置付けたプログラミング教育 
























































































図 7 宇宙人 





作り始めた。多くの児童は 1 つ目の表情から 2 つ目
の表情に変化するプログラムを作ることができた。
















































































図 8 いろいろな顔 
図 9 海の生き物 
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表 2 実践後の対象児童の心理検査の結果 
対象児 A 児 B 児 C 児 D 児 E 児 
S-M 社会生活能力検査 
（社会生活年齢） 














































80％ 100％ 100％ 100％ 100％ 
心的回転テスト 
（正答率） 
39％ 98％ 71％ 55％ 82％ 
※斜体は検査の結果に伸長がみられた項目である。 
図 11 動物園の生き物 図 10 山の生き物 
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